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お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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相談事例・業務紹介 研究報告

京都府中小企業技術センターでは、中小企業で働く技術者の皆さんにより活躍していただけるよう知識・技術力向上の
ための支援業務も日常的に行っています。その一例（食品・バイオ担当の場合）を紹介いたします。

社内技術者の人材育成をサポートします！

 ①受託研究生の受け入れ（有料）
　新製品開発、新事業展開等の取り組みを促進したいけ
れど、社内の取り組みだけではなかなか進まないことも
多いのではないでしょうか。
　食品・バイオ担当では主に『発酵食品』の新製品開発
をしたいという中小企業で働く技術者の方々を受託研
究生として受け入れ、研究開発に対する助言・提案、研
究開発手法及び専門技術の習得を支援しています。今
年度は老若男女問わず4名の技術者を受け入れて来ま
した。
　思い立ったが吉日でお問い合わせいただければ、協議
の上、当センターで支援できるテーマでしたら、どの時期
からでも受託研究生として受け入れ可能です。

 ③機器貸付（有料）と機器活用支援（無料）
　当センターでは分析にあたって、依頼試験および機器
貸付を選んでご利用いただいております。依頼試験では
試料をお預かりして分析結果をお返ししますが、機器貸
付では実際に利用者本人に分析機器を使用し分析して
いただいて、結果をお持ち帰りいただきます。
　分析機器のことは、よくわからないし実際に使用する
のは不安だと思われる方がいらっしゃるかもしれません
が、研究開発に関わる技術者の皆様には、できれば機器
貸付でのご利用をおすすめしたいと考えています。
　というのは、液体クロマトグラフ、LC-TOF/MSなどを
機器貸付でご利用いただくと、機器の実務研修を通じ
て、分析の原理や応用範囲、操作方法などを習得してい
ただきますので、今後どのような課題があるときにどの
機器を利用すればよいかの理解が深まります。また、分
析条件の設定等、一定の経験が必要なところは助言・提
案を行いサポートいたします。実務研修もサポートも無
料で行いますし、ひとつの分析を通じて人材育成にもつ
ながる点でよりメリットが大きいのではないでしょうか。
　製品開発、品質管理、クレーム対応など分析技術が求
められる場面は多くなっています。機器貸付を利用して
分析上手な社員を育ててみませんか。

 ②微生物検査法の研修（実費負担）
　食品の安心・安全が今まで以上に求められる昨今にお
いて、日常の品質管理のために微生物検査に取り組んで
おられる食品会社も多いのではないでしょうか。
　微生物検査の担当者の退職などにより、新しい担当者
が従来通り適切に微生物検査を行う必要があるときな
ど、ご要望に応じて当センターで数日から数週間程度の
研修を随時実施しています。
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 1 はじめに
　亜鉛めっき排水は、通常アルカリ凝集沈殿で処理されます。しかしこの方法は、微粒子や配位化合物の流出で度々処理不良を起こし
ます。特に配位化合物の流出は、実処理での大きな課題です。そこで亜鉛の配位化合物を含む排水をマイクロバブル浮選法で処理す
る方法を検討しています。
　マイクロバブル浮選法は、排水中の粒子の表面電荷を調整して分離する方法で、微粒子の除去に効果があります。しかし配位化合
物はイオン状態で存在するため、このままでは分離できません。そこで前報では、アルミの網を利用し、生成される水酸化物にこの配
位化合物を吸着させ、粒子化し、更に発生する水素で浮上分離する方法を検討しました。そこで今回は、この方法をマイクロバブル浮
選の前処理に組み込み、連続処理を検討しましたので紹介します。

 2 実験方法
１）模擬排水の調整
　亜鉛めっき事業所の各処理工程から排出される６種類の水洗水を採
水し、模擬排水を調整しました。この中に、配位化合物の濃度が高い、亜
鉛ニッケル合金めっき水洗水、３価クロム化成処理水洗水、アルカリ脱脂
水洗水が含まれています。特に今回の事業所は亜鉛ニッケル合金めっき
水洗水の割合が大きいため、合金めっき水洗水と亜鉛めっき水洗水の混
合比を変えた模
擬排水を調整
し、その影響に
ついて検討しま
した（表１）。

 3 結果
　図１のように、模擬排水をビーカーに採り、アルミの網と浮選剤を入れpＨを調整すると、沈殿物が浮上分離します。この分離液を送
液しマイクロバブル浮選すると、図２のように、混合比（Ａ）
の場合は、ほぼ規制値（２ｍｇ/ｌ）の１/２以下で連続処理が可
能になりました。（Ａ）は、事業所の平均的な排水状態です。
また配位化合物の割合が増える（B）の場合は、規制値（２ｍ
ｇ/ｌ）の１/２以下の安定処理は難しい結果になりましたが、
規制値（２ｍｇ/ｌ）未満の連続処理は可能でした。
　今回の方法は、アルミの水酸化物ゲルが亜鉛の配位化
合物を捕捉することを前提にしていますが、その捕捉状態についてはまだ分かっていません。しかし現象として、アルミの網を入れ
た前処理液をアルカリに維持し、浮選剤を加えると、沈殿物が発生する水素を抱えて浮上します。そしてこの沈殿物が分離した中間
液層を送液しマイクロバブルで浮選すると、液層に残留する微粒子が除去され、より効果的な浮選が行えることがビーカー実験で
確認できました。

 4 まとめ
　亜鉛めっき事業所から採取した6種類の水洗水を混合し、配位化合物含有模擬排水を調整しました。そしてこの模擬排水を、アルミ
の網による前処理とマイクロバブル浮選の組み合わせで処理しました。結果は、前処理段階で沈殿物の大部分が浮上し、更に沈殿物
が分離した液層をマイクロバブル浮選すると、残留した微粒子が効果的に除去され、亜鉛の規制値（２ｍｇ/ｌ）の1/2以下での連続処理
が可能になりました。

図2 連続処理

表1 模擬排水の調整

〈②の様子〉

〈③の様子〉

図1

配位化合物含有めっき排水へのマイクロバブル
浮選法の応用（Ⅱ）
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1 亜鉛めっき水洗水
2 亜鉛ニッケル合金めっき水洗水
3 3価クロム化成処理水洗水
4 アルカリ脱脂水洗水
5 電解脱脂水洗水
6 酸洗浄水洗水
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２）連続処理
　図１のような実験装置を組み立て、連続処理を行いま
した。模擬排水をビーカーに採り、アルミの網を挿入し
てpH10.7５に調整した後、浮選
剤を加え、５分撹拌しました。その
後緩やかな撹拌を続けながら、流
量1mＬ/minでクロマト管に送液
し、連続処理を行いました。処理
液はサイホン式レベル管を通っ
て排出され、その液を採取し、残
留亜鉛濃度を分析しました。


